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In the present study, to plan the "base" and become a part of the city, such as that by incorporating more 
Sangenjaya in the "child's play" the charm of the city with the Sangenjaya.I grew up in the mountains for the 
playground is in the immediate vicinity of the hill behind the house, nature, surrounding the city itself there 
was a river.Commercial facilities and office buildings in Tokyo lined, the whereabouts of children or wonder 
where is if?In fact, Tokyo has been provided space for children in every building. Inclosure and 
condominiums in the department stores and fast food outlets, office, nursery school is not limited only to the 
field of childcare also in addition, in recent years has spread everywhere in Tokyo in the form of childcare and 
family day-care center.The children have been living happily play among such whereabouts were scattered in 
the city. I'm feeling lonely I become a little look at the children playing in such a location that is separate from 
the city "Tokyo" but still.I feel the city has been in the region to share memories unwittingly, who grew up in 
the framework of its own big mountains and rivers. I think there are many places and by city or region, full of 
charm and atmosphere of that specific place in Tokyo. Whereabouts of the children I think and what they 
should be on the extension of such appeal.  
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１．	 はじめに 
今回の研究では、三軒茶屋の持つ街の魅力を「子供の
遊び」の中に取り込む事によってより三軒茶屋という街
の一部となれるような「基地」を計画する。	 
山育ちの私にとっての遊び場は家のすぐ近くの裏山で
あり、川であり周囲の自然、街そのものであった。	 
ならば商業施設やオフィスビルが建ち並ぶ東京では、
子供達の居場所はどこにあるのだろうか？	 
実際、東京にはあらゆる建築の中に子供達のスペース
が用意されている。デパートやファストフード店、オフ
ィスの一郭やマンションの中、加えて保育の現場も保育
園だけにはとどまらず、託児所や家庭保育という形で昨
今では東京のいたるところに広がっている。	 
街の中で散り散りになったそんな居場所の中でも子供
達は楽しそうに遊び生活している。しかしそれでも私は
そんな「東京」という街から切り離された場所で遊ぶ子
供達を見て少し寂しい気持ちになってしまうのだ。	 
山や川という大きな枠組みの中で私は知らず知らずの
うちに思い出を地域の中で共有し、自身の育った街を感
じてきた。東京にも街や地域によって、その場特有の雰
囲気や魅力にあふれている場所がたくさんあると私は思
う。子供達の居場所はそんな魅力の延長線上にこそある
べきだと私は考える。	 
 
２．	 保育と建築	 
保育園には認可、認証、認可外、家庭保育、託児所と
さまざまなタイプの保育施設が存在する。認可保育園を
のぞく多くの保育園は園庭を持たず、敷地いっぱいに建
てられた小さな建物や、ビルの一階ないしは二階部分に
設けられている場合が多い。 
これは子供達の居場所が都市の小さなスキマに追いや
られたような印象をあたえ、また安全性の問題からか固
く閉じられた無表情なファサードはより子供の世界を街
という社会から切り離しているように感じさせている。
実際に街を保育園や託児所を意識して探しながら歩いて
みても、非常に閉鎖的なもので中がよく見えず「子供」
という明るいイメージとはあまりにもかけ離れている物
ばかりで見つかりにくいと感じるはずだ。たとえガラス
張りになっていてもおおくの場合は張り紙やキャラクタ
ーのシール、イラスト、カーテンなどで覆い隠された周
囲を拒むような表情が多いのも事実である。 
街に対してこういった子供の居場所を開いていく事は、
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子供達にとってだけでなく街の景観にとっても良い変化
をもたらすのではないかと考える。 
 
３．	 街と保育	 
（１）散歩という行為 
園庭を持たない保育園は必ず一日に近くの公園まで散
歩をする時間を設けており、そうした街の中で日常的に
行われる習慣が、園庭に着くまでの道のりの間の商店街
の人たちや近隣住民との出会い、公園での他の園の子供
達との出会いなどたくさんの地域民とのつながりを生む
一つの要素になっているのである。	 
園庭を持たない事は決して悪い事ばかりではなく、外
で遊ばせる時間を設けるという目的以外にもこうした子
供達に多くの出会いの経験を与えてあげるという意味で
行う園も多く、園庭がある保育園でも散歩が行われる例
が増えてきている。	 
（２）プログラムの横断 
ここで述べたいのは「散歩」という子供達が主体とな
っている行為の中に「出会い」という経験が生まれる事
で地域と子供達のコネクションが生まれている事である。	 
これは保育園に老人ホームの方達やその他ゲストを招
いて出会いを発生させている行為とは一線を画するもの
である。園というビルディングタイプを飛び出して、商
業、住居様々なプログラムがちりばめられた街の風景を
子供達自身が散歩という動きの中で経験している事、い
うなればプログラムを横断するという行為が子供達に街
のシークエンスを体験させると同時に街との結びつきを
生んでいるのではないだろうか。	 
	 
	 
Fig.1	 散歩とプログラムの横断	 
 
４．	 三軒茶屋	 
（１）計画敷地 
冒頭にも記した通り今回は三軒茶屋の子供基地を計画
する。就業人口が増加の一途をたどり、住みたい町ラン
キングにも上位に名を連ねるこの街ではますます子供達
の居場所が必要になってくると考えられる。	 
計画敷地は約 2200 ㎡、この敷地に隣接するなかみち街
には地元の人たちが使うスーパーやオフィスワーカーの
人たちが昼食に訪れる飲食店、昭和２７からつづく映画
館などがあり、地元民、オフィスワーカー、買い物客ら
が交わる境界線のような場所になっている。	 
	 敷地北側の路地空間は曲がったりくぐったりとワクワ
クする場所になっており、おしゃれな居酒屋や昔ながら
の居酒屋が混在する大人の秘密基地のような場所が、ま
た南側にはなかみち街から連続していくつかの店舗が点
在しつつも、北側とは違いまっすぐな区画整理された落
ち着いた雰囲気の場所になっている	 
	 
	 
Fig.2	 計画敷地	 
	 
（２）計画敷地周辺に見られる特徴 
前述したように現在の三軒茶屋は再開発エリアのオフ
ィス商業エリア、昭和の雰囲気が香るレトロな商店街、
商業エリア、閑静な住宅街エリアと場所場所によってそ
れぞれ特有の雰囲気をもっている。	 
車の通れない道が駆け巡る三軒茶屋の街並みを歩いて
特に三軒茶屋の中で特徴的かつ魅力だと感じる点、それ
は街全体の場所場所をつなぎ、シークエンスを作ってい
る「曲がりくねった路地」や、「くぐる空間」である。	 
ある所では軒であったり、通り抜けの道であったり棟同
士を繋ぐヴォリュームであったりとその形はさまざまで
あるが、自身の身体的な動きを感覚し、それを通して街
の様相が変わっていくこの特徴は、個と街を結びつける
強い要素である。	 
	 
	 
Fig.3	 くぐりの空間	 
	 
５．	 設計手法	 
今回提案するのは複合施設だが、この施設全体を子供
達の遊び場とすることで「遊びからおこるプログラムの
横断」をおこしていく。また施設全体を動き回る子供達
の動線上には「くぐり」「まがり」の空間が用意され、
その中でいろいろな物を売っていたり買っていたりする
人を目撃したり、料理を作っている人がいたり、食事を
している人がいたり、お母さん同士が喋っていたり、そ
んな街や家の中で見かけられるような日常的な風景が三
軒茶屋の持つ空間体験とともに展開される。	 
複合施設でありながらも、この場所は商業施設、福祉
施設、保育園、そんなプログラムには縛られない自由な
子供の居場所「子供基地」を形作っていく。	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Fig.4	 コンセプト図１	 
	 
	 「くぐる」という行為を通して子供達の動きは平面上
を自由自在に動き回っていくが、この自由な動きの中に
「すべりだい」という一つの循環する動線を取り込む事に
よって一定の秩序を設けていく。施設全体で共有される
すべりだいは、よりこの建築をこどもの基地として形作
っていく太い血管のような役割をなすと共に一周目とは
違う二週目の場所ごとの表情、同じ場所が変わっていく
楽しさと感じてもらえるのではないだろうか。	 
	 
	 
Fig.5	 コンセプト図２	 
 
６．	 設計概要 
（１）プログラム 
現在日本最大の待機児童をかかえる世田谷区において、
近隣住民だけでなく働きに出てきている女性や、買い物
客にまで対応できる保育サービスを展開する施設、また
敷地沿いの商店街の雰囲気をひきこみつつ、周辺に展開
される路地裏の小店のような小規模なカフェレストラン、
子供洋品店、児童図書室などを配置していく。 
保育サービスとその他の施設はくぎられてはいるものの、
園庭や「くぐり」の空間体験、おおきなすべり台は施設
全体で共有され動きながら展開されていく様々な景色は
三軒茶屋の魅力の延長であり子供達を刺激する。 
（２）ゾーニング 
三軒茶屋の特徴である「くぐり」「まがり」の道が街
の異なる雰囲気の切り替えを演出しつつ繋いでいるよう
に、この子供の基地では門や柵を超えたりはしない。 
商店街のもつ賑やかさ、住宅地の持つ静けさそれぞれ
雰囲気、様々な場所から「くぐり」や「まがり」の道が
のびる事によって街と子供基地はつながれる。 
 
 
Fig.6	 商店街正面通り抜け	 
 
施設のコアになる保育サービスがおこなわれる場所は
0~5歳までの児童を約 100人預かれる規模とした。 
それぞれの保育室は壁という境界を消す事で一つの大き
な遊戯室に対して大きく開かれる。0,1歳児の教室は２歳
児の教室との間に中庭に面した共有スペースを持ってい
るが、これにより年齢という境界が薄れ、より施設全体
が子供の場所として統一されていく。遊戯室の反対側に
はアプローチかつ、裏庭にもなる街と室をつなぐ「くぐ
り」のくうかんがある。 
 
 
Fig.7	 保育園裏空間	 
 
施設の至る所に高さ 60~80cm の「くぐり」の空間が展
開されている。保育園エリアでは、保育室同士や保育室
と外部空間との間に置かれ、これらの境界は子供の「遊
びの場所」として残される。 
大人にとっては壁だとしても子供達にとってこの境界
は「くぐる」という遊びを通して認識される遊具になる。 
同じ建物の中でも子供と大人での動きが変わる、自由な
子供の居場所をつくる。 
 
 
Fig.8	 抜けていく足下の空間	 
 
１F なかみちまち沿っている北側には子供向けの商品を
あつかうショップとカフェがおかれる。南側には小さな
カフェレストランがおかれ、どれも一つの中庭を共有し
ている。２F南には子供図書室やレストランカフェレスト
ランの２階席、中央から北にかけてギャラリー、相談室、
子供サロンがおかれる。それぞれ異なったプログラムで
はあるが「くぐり」によりそれぞれはつながれている。 
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Fig.8	 ２F空間	 
 
この施設は子供達が動き回り活動していく事で街と子
供の居場所とのつながりを作り出そうとしているが、そ
の「動」に対しての「静」の場所を設けている。 
２Fギャラリー付近上部に用意された「かくれる」屋根裏
空間は子供達の秘密基地であり、またとどまって遊ぶ、
休む、そんな子供達それぞれの要求に答えて用途が変わ
るワクワクな場所である。 
	 様々なプログラム、三軒茶屋の風景の延長がこの敷地
内で展開されていく、すべりだいとい一つの循環する動
線がまた少し遊びを通して子供達を街へとつなげていく。 
 
 
Fig.9	 すべりだい、循環する動線	 
 
７．	 結論 
	 子供達は本当に純粋で、どんな環境の中でも目の前に
あるものに興味津々で見ていて本当に楽しそうである。 
だからこそ三軒茶屋という、この一歩を踏み出せば様々 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な景色が展開されていく街をもっともっと子供達に感じ、 
そして成長していったら素敵だと考えて設計してきた。 
	 現実保育施設に他のプログラム、システムを入れてい
く事は非常に困難なものなのかもしれない。それでも東
京の言うなれば「箱」のような保育園をいくつも見させ
ていただく中で、この「箱」を展開していきたい、開い
ていきたいという気持ちが強くなった。 
	 今後、大人にとって便利なだけでなく、子供達にとっ
てもより楽しい街へと東京が変わっていく事ができるの
ではないかという事を今回の提案で少しでも感じていた
だけたら幸いです。 
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